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入学前の児童生徒の状況

〇ほぼ全欠（数年、学校に向かえない）
〇外出ができず家庭内に居る
〇家族以外の人と話をしていない
〇ゲームやSNSに夢中、依存している等の状況から昼夜逆転の生活をしている
〇別室、通級教室に通えることはあっても休みがちである
〇集団になじめない
〇ざわつきが気になる
〇人間関係の構築が難しい
〇対話が苦手である
〇自分は「●●ができないのではないか」と不安になる
〇学習への不安がある（勉強が分からない）等
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「自分のペース」を最大限尊重
■登校時刻：９時２０分（カウンセリング等）
■下校時刻：（小）２時５０分、（中）２時５０分
■午前：３時間授業、午後：２時間授業
◎授業中のクールダウンもOK（支援員等の配置）
（別室や図書ブースなどでの休息・気分転換を可能）

「個別な学び」で基礎学力の保障
■「白石タイム」の実施
＊白石きぼう学園が新設した教科の時間
＊週４時間設定（小学校２年生以上） →小１は週３時間
＊一人一人の状況に合わせた学び直しの時間
「未学習」や「苦手内容」に対応（人的支援の充実）

学校内外での
豊かな体験活動の機会を確保

■児童生徒の興味・関心に基づく探究活動 
（総合的な学習の時間）
＊「夢スタジオ」を週３時間設定
＊得意や興味・関心に基づき、自分のテーマ
にじっくり取り組み得意を伸ばす

■人との関わりを重視した活動の導入
＊「探究の対話（p4c）」導入（指導員）
＊食を主とした地域との交流による活動
の実施（月2回の昼食づくり）

■校外体験学習の導入
＊児童生徒自らが計画を立て実施する
体験活動の実施

＊地域や企業、協力団体等の力を導入
した体験活動の実施

白石きぼう学園の他校とは違う特別な学び
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個別の指導計画

【内容】
   １ 児童生徒本人の思い

２ 保護者の願い

３ 児童生徒の実態
・家庭での様子（好きなこと・得意なこと 嫌いなこと・苦手なこと）
・学校での様子（好きなこと・得意なこと 嫌いなこと・苦手なこと）

４ 合理的配慮
５ 支援の目標

・長期目標
・短期目標

６ 教科／領域別の目標・指導内容

別紙資料
「個別の指導計画」資料１

をご覧ください

本校の児童生徒は特別支援教育の手法をもとに
「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」を

作成している。
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白石タイム（基礎学力の保障）学び直しの時間

白石タイム

１ 児童生徒との面談
（教科や内容の聴き取り・学習傾向の把握・担任からのアドバイス）

２ 面談内容をもとに白石タイムの計画立案
３ 週４時間の「白石タイム」を全校同じ時間に設定
４ 教科担当・学年担当との打合せ
５ 学習進捗・定着度の見取り（ＩＣＴ等）

※１ 個人ファイルの活用
※２「削減された学習内容を補って、学習指導要領の目標や内容を達成させる

ための工夫」を活用

一人一人の学習の状況を把握し「学び残し」や「つまずき」について
重点的に支援する



白石タイム（基礎学力の保障）学び直しの時間

（例）小３児童の「白石タイム」国語 では

・ＩＣＴを活用し主語や述語の関係、指示する語句と接続する語句の役割、敬体と常体との違い
等の学習

・文章を書く時間を計画的に設定
・説明的な文章や文学的な文章を取り扱う時間を計画的に設定 など が示されている ※２

この内容を苦手と感じ「白石タイム」で支援している
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「白石タイム」で基礎的な学力の保障 児童生徒の姿

〇「１対１での学び」で理解・学ぶ姿勢の向上 （先生は分かるまで教えてくれます！）
○学ぶ意欲の高まり  （分からないところが分かった！→次はここを克服します!）
〇学び合いのスタイルも習慣に              （学年関係なく勉強することも楽しいです！）
○中学３年生は全員 高校進学    （高校に行くことにしました！ 親子でオープンスクールへ）

今の児童生徒の姿・声

自分に合った勉強だから 分かる！楽しい！
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夢スタジオ（体験活動の機会の確保）

夢スタジオ

１ 「子供たちのしてみたいこと」「教員のさせてみたいこと」の把握
（日常の対話・授業中・生活アンケート等から）

２ 教員間で「してみたいこと」「させたいこと」の共有
３ 子供たちとの話合い（子供たちとの役割分担）
４ 活動実施に向けた協力体制の確認（保護者・地域・企業等）

※ 保護者メールでの連絡（参加希望）
※ 活動後の振り返り（協力者への御礼状・感想カード等）

子供たちの得意や興味・関心に基づく探究活動、人との関わりを重視
した活動、校外体験学習を行う



「夢スタジオ」で体験活動の機会 児童生徒の姿

〇みんなで！       （みんなで取り組むことが楽しい、友達と一緒にやってみたい！）
〇安心できる友達、教員、大人がいる空間      （分かるように教えてくれるので楽しい！）
○興味を持てる魅力的な体験  （次はこんなことをしたい!調べたことを実際に体験しい！）
〇体験したことの満足感    （自分もできるようになった、やってよかった！ の積み重ね）
○大人との関わりから学ぶコミュニケーション力（感謝の思いや言葉＋次への活動意欲向上）
〇将来を考える （職場体験に行きたい！働いている人の話を聞きたい！）

今の児童生徒の姿・声

みんなと一緒の活動 楽しい！
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お仕事探検隊in白石 自然の家へGO 職場体験

干し柿作り



「夢スタジオ」で体験活動
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資料２
夢スタジオの活動計画

をご覧ください

資料３
２学期の振り返り

をご覧ください

「子供たちのしてみたいこと」
「教員のさせてみたいこと」を
まとめ、４～３月までの活動計画
を立てました （令和６年度）

２学期の「夢スタジオ」の振り返り

13の体験活動について
①参加不参加 ②充実感 ③達成感
④協力 ⑤自分の成長
を自己評価したもの

（令和６年度の10～３月）



特別の教育課程編成・実施に向けて

【教育内容】
・教育課程の編成に当たっては、長期・短期の目標を設定したうえで、日々状況が変わり得る
不登校児童生徒の状態を踏まえて、柔軟に目標や取組内容を変更しながら、取り組める仕組
みとすることが必要。

・その際、不登校児童の「自分のペース」を尊重し、「自分に合った」学習内容となることが
望ましい（実施内容については、各学校の体制や環境等に応じて各学校長が判断）。

・「夢スタジオ」のような各教科等に位置付けた取組や、「白石タイム」のような不登校児童
生徒の実態に応じた教育活動などを柔軟に組み合わせながら、各学校の創意工夫による取組
を推進できる仕組みとすることが必要。

【授業時数】
・学びの多様化学校については、学校単位の特例であることから、学校の体制や教育内容等を
踏まえつつ、年間の授業時数を設定しているものの、新たな仕組みについては、個々の不登
校児童生徒の状況に応じた特例を検討するものであることから、制度として一律に授業時数
を設定することは、難しいと考えられる。

・このため、新たな仕組みでは、児童生徒の客観的な状態や児童生徒・保護者の意向を尊重し
ながら、個々の状況に応じた授業時数を設定したうえで、不登校児童生徒の状態を踏まえつ
つ、適宜見直しを図ることが出来る柔軟な仕組みとするべき。 11
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【参考資料１】個別の指導計画
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【参考資料２】夢スタジオ活動計画



14

【参考資料３】２学期の夢スタジオの
振り返り
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